
農
地
中
間
管
理
事
業
に
よ
る

須
賀
川
市

　
広
報
委
員
　
橋
本
　
孝
一

　
「
信
頼
で
き
る
農
地
の
中
間
的
受
け
皿
」
と
し
て
、
平
成
26

年
度
よ
り
設
置
さ
れ
た
本
事
業
。
福
島
県
農
業
の
持
続
的
な
発

展
を
図
る
た
め
に
は
、
各
機
関
が
一
丸
と
な
っ
て
意
欲
あ
る
担

い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
化
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
加
速
化
さ

せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
具
体
的
な
推
進
方
法
と
し
て

は
、

●
人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
全
面
的
に
支
援
し
、
一
体
的
な
推
進
を

行
う

●
重
点
実
施
区
域
で
の
取
組
を
強
化
す
る

●
ほ
場
整
備
等
の
農
業
農
村
整
備
事
業
と
の
連
携
を
図
る

●
個
別
マ
ッ
チ
ン
グ
や
新
規
就
農
者
・
担
当
職
員
へ
の
支
援
と

い
っ
た
現
場
で
の
対
応
力
強
化

●
農
業
担
い
手
組
織
や
旧
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体
等
、
関

係
機
関
、
団
体
と
の
連
携
強
化

●
市
町
村
・
Ｊ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
の
リ
ン
ク
を
促
進
す
る

等
、
広
報
活
動
を
強
化
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
各
機
関
、
団
体
と
の
情
報
共
有

を
図
り
、
一
体
的
に
展
開
さ
せ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
ま
で
の
当
市
で
の
事
業
実

績
は
、
借
入
面
積
が
３
６
６･

５

ha
、
転
貸
面
積
は
３
６
４･

６
ha

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
県
が
定
め
た
集
積
目
標
に
近
づ

く
為
に
も
、
役
割
分
担
を
明
確
に

し
て
着
実
か
つ
円
滑
に
、
地
域
の

農
地
を
有
効
活
用
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

情
報
提
供

広
報
委
員
　
村
上
　
節
夫

　
昨
年
11
月
４
日
、
須
賀
川
市
農
業
賞

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
個
人
の
部
で
須

賀
川
市
和
田
の
上
田
和
一
さ
ん
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
上
田
さ
ん
は
果
樹
２
０

０
ａ（
梨
１
２
０
ａ
、り
ん
ご
80
ａ
）と
水

稲（
１
６
０
ａ
）の
複
合
経
営
を
確
立
す

る
た
め
、
地
元
の
果
樹
研
究
会
や
様
々

な
講
習
会
に
積
極
的
に
参
加
し
、
剪
定

技
術
や
作
業
の
効
率
化
な
ど
栽
培
技
術

の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。
そ
の
培
っ
た

知
識
を
会
員
と
情
報
共
有
し
、
地
域
の

果
樹
生
産
の
安
定
化
に
尽
力
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、
農
業
委
員
や
土
地
改
良
区
の

役
員
な
ど
を
長
年
に
わ
た
り
務
め
ら

れ
、
地
域
の
中
核
的
担
い
手
と
し
て
の

活
動
も
評
価
さ
れ
て
今
回
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

　
上
田
さ
ん
は
「
今
回
の
受
賞
を
励
み

に
今
後
も
地
域
農
業
の
為
に
自
分
が
出

来
る
事
で
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

農
業
賞
受
賞［ 個人の部　受賞 ］

上田　和一さん
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◆ 関根　要一（広報委員長･大東地区）
◆ 小枝　宏嗣（広報副委員長･西袋地区）
◆ 村上　節夫（須賀川･浜田地区）
◆ 関口　明夫（稲田地区）
◆ 橋本　孝一（小塩江地区）
◆ 根本　芳一（仁井田地区）
◆ 加藤　梅子（長沼地区）
◆ 矢吹　正則（岩瀬地区）

　
い
つ
ま
で
も
寒
い
日
が
続
い
て
い
る

と
思
っ
て
い
る
う
ち
に
、確
実
に
花
の
蕾

も
ふ
く
ら
み
、春
の
準
備
が
進
ん
で
い
た

よ
う
で
す
。

　
今
だ
に
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
脱
出
は
出

来
ず
に
更
な
る
自
粛
生
活
が
続
き
ま
す

が
、小
さ
な
出
来
る
事
に
行
動
を
起
こ
し

た
い
と
思
い
ま
す
。今
年
も
農
業
の
ス

タ
ー
ト
に
向
け
、心
の
準
備
だ
け
は
し
っ

か
り
し
て
、新
た
な
一
年
に
期
待
を
膨
ら

ま
せ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
農
業
委
員
会
も
し
っ
か
り
と
役
目
を

果
た
し
、広
報
誌
を
通
し
て
多
く
の
情
報

を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

広
報
委
員
　
加
藤
　
梅
子

編
集
後
記

広報委員紹介目次
●　表紙～がんばる農業者～  … １
●　農業委員･農地利用最適化
　　推進委員活動紹介 …………２
●　農地の売買や転用には
　　手続きが必要です …………３
●　須賀川市農業賞受賞 ………４
●　農地中間管理事業による
　　情報提供 ……………………４
●　編集後記･広報委員紹介……４

いちご
のよう

かん

　須賀川市越久の「さくら農園」（代表取締役 佐藤敦さん）を紹介します。糸三
つ葉や小葱を中心とした水耕栽培を行っています。更なる経営安定化のため
「多品種体感型いちご狩り農園」の運営をスタートさせ、今年の営業を1月2日か
ら開始しました。子供やベビーカー、車いすの方でも手の届く高さにいちごが栽
培されているため、いちごが摘みやすくなっています。45aのハウスに９種類の
いちごが栽培されているので、食べ比べが楽しめます。現在は新型コロナウイル
ス感染症対策で、午前と午後の二部制で入園者数を制限して営業しています。
　また、小さないちごやいちご狩りで残ってしまったものをようかんやかき氷な
どのオリジナル商品に加工販売しています。 広報副委員長　小枝　宏嗣
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が必要です！！
農地の売買や賃借、転用（農地以外のものにする）には

手続き
農地を売ったり、貸したり、転用するには、
　　　　　農地法に基づく転用許可が必要です。

※農業用施設を設置する場合にも、許可や届け出が必要になります。

❶ 農地法３条申請
❷ 農業経営基盤強化促進法による利用権の設定
❸ 農地中間管理事業の活用

農地を耕作目的で売買したり貸借するとき

●農地転用とは、農地を住宅、駐車場、資材置き場など農地を農地以外のものに
　用途を変更することです。
●市街化区域内の農地は、届け出の手続きとなります。

農地法４条申請 農地法５条申請

自分名義の農地を転用するとき 他人名義の農地を購入もしくは
借りて転用するとき

　農地を太陽光発電にする場合も農地法に基づく転用許可が必要です。また、優良農
地確保の観点から、対象農地の立地条件（農地区分）等に応じて転用できるかどうか
が変わってきます。事前に農業委員会事務局へご相談ください。
　事業者と土地所有者の両者が合意して契約書に記名押印した
場合、撤回することは難しくなります。
　契約内容に疑義がある場合や、不安がある場合は、契約書を
締結せず、農業委員会事務局や無料法律相談にご相談ください。

★太陽光発電に関する問い合わせが増えています★

★手続きをせずに無断で農地転用すると…？

農地法違反となり、工事の中止や現状回復の命令がなされる場合があります。
また、３年以下の懲役または３００万円以下の罰金の適用を受ける場合もあります。

農地の売買や転用等をお考えの場合は、地元の農業委員、
農地利用最適化推進委員、農業委員会事務局へご相談ください。

令
和
３
年
度
農
業
委
員
・

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
研
修
会
に
参
加
し
て

令
和
３
年
度 

市
長
と
の
意
見
交
換
会
に
参
加
し
て

こんな をしています！
農業委員･農地利用最適化推進委員は

活動

広
報
委
員
長
　
関
根
　
要
一

　
昨
年
12
月
14
日
ビ
ッ
ク
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
全
国
農
業
会
議
所
専
門
相
談
員
の
澤
畑
佳
夫
氏
を
講
師
に
迎
え

「
想
い
を
カ
タ
チ
に
出
来
る
座
談
会
の
開
き
方
」
を
題
材
に
、
午

前
は
講
義
、
午
後
は
実
際
の
話
し
合
い
の
進
め
方
な
ど
に
つ
い

て
、
実
技
を
交
え
な
が
ら
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
し
ま
し
た
。

　
講
義
で
は
現
在
行
わ
れ
て
い
る
、
集
落
座
談
会
の
問
題
点
の
洗

い
出
し
や
、
改
善
方
法
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
そ
の

中
で
改
善
を
図
る
事
に
よ
り
参
加
者
の
意
識
が
向
上
す
る
こ
と

や
、
将
来
の
地
域
に
対
す
る
熱
意
が
変
化
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
も
具
体
例
を
交
え
な
が
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
会
議
の
進
行

役
と
し
て
の
要
点
や
注
意
点
、
対
応
の
仕
方
な
ど
を
学
ぶ
事
が
出

来
ま
し
た
。
研
修
を
受
講
し
て
、
参
加
者
が
安
心
し
て
「
話
せ

る
・
聴
け
る
」
雰
囲
気
づ
く
り
の
大
切
さ
に
つ
い
て
再
認
識
を
し

ま
し
た
。

　
社
会
構
造
の
変
革
や
米
価
の
下
落

に
伴
い
、
農
村
の
あ
り
方
や
経
営
体

の
減
少
な
ど
集
落
座
談
会
は
重
要
度

を
増
し
て
い
き
ま
す
。
各
地
域
に
お

い
て
農
業
者
の
み
な
ら
ず
、
多
様
な

人
材
を
含
め
た
話
し
合
い
を
行
い
、

各
集
落
の
将
来
の
あ
り
方
を
検
討
、

実
践
す
る
こ
と
で
農
村
社
会
の
活
性

化
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
研
修
で
学
ん
だ
事
を
今
後

の
活
動
に
い
か
し
、
地
域
の
方
々
の

一
助
と
な
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

広
報
委
員
　
関
口
　
明
夫

　
昨
年
12
月
20
日
、
農
業
委
員
会
総
会
後
、
市
役
所
４
階
会
議
室
に
て
農
業
委
員
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
な
ど
約
50
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
市
長
と
の
意
見
交
換
会
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

１
、
農
業
に
関
す
る
各
種
支
援
制
度
を
農
政
課
よ
り
説
明

　
●
水
田
フ
ル
活
用
推
進
事
業
　
●
収
入
保
険
支
援
事
業

　
●
環
境
に
や
さ
し
い
米
作
り
推
進
事
業

　
詳
し
く
は
、
須
賀
川
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
農
政
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

２
、
意
見
交
換
内
容

　
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
令
和
２
年
７
月
の
役
員
改
選
後
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
各

行
事
が
延
期
と
な
る
中
、
よ
う
や
く
市
長
と
の
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と

は
大
変
意
義
の
あ
る
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
意
見
交
換
会
を
通
し
て
、
地
域
農

業
の
課
題
に
取
り
組
み
、
継
続
的
発
展
に
寄
与
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
Ｑ
　
今
年
度
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
米
価
下
落
に
対
す
る
市
独
自
の
補
助
金
等
を
前
向
き
に
考

え
て
欲
し
い
。

　
Ａ
　
消
費
の
落
ち
込
み
に
よ
る
も
の
の
た
め
、
今
年
だ
け
で
良
い
の
か
も
含
め
、
今
後
の
農

業
経
営
対
策
は
、
今
の
段
階
で
は
県
、
国
に
要
求
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
Ｑ
　
岩
瀬
キ
ュ
ウ
リ
の
現
状
は
、
労
働
力
不
足
や
既
存
農
家
の
高
齢
化
に
よ
り
苗
を
購
入
す

る
方
法
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
為
、
苗
購
入
代
に
対
す
る
助
成
金
を
考
え
て
欲
し
い
。

　
Ａ
　
夏
秋
キ
ュ
ウ
リ
日
本
一
が
崩
れ
て
い
る
こ
と
は
残
念
で
あ
る
が
、
ブ
ラ
ン
ド
力
は
あ
る

の
で
そ
の
強
み
を
生
か
し
て
行
き
た
い
。
苗
に
つ
い
て
は
地
場
で
行
う
事
が
理
想
と
考

え
て
い
る
。
苗
代
の
助
成
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
キ
ュ
ウ
リ
の
新
規
就
農
者
の
支
援
を

行
な
っ
て
い
る
。

　
Ｑ
　
収
入
保
険
は
１
年
の
み
か
？

　
Ａ
　
継
続
し
て
行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
が
、
い
つ
ま
で
行
う
の
か
は
今
後
検
討
し
て
い
く
。

　
Ｑ
　
須
賀
川
の
『
産
地
化
』
に
お
金
を
か
け
て
欲
し
い
。

　
Ａ
　
産
地
化
は
須
賀
川
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
た
め
、
重
要
で
あ
る
。
専
門
的
知

識
を
持
っ
た
方
の
派
遣
等
、
福
島
大
学
等
と
連
携
し
共
有
し
て
行
き
た
い
。
Ｊ
Ａ
、
普

及
所
と
も
連
携
し
て
力
を
注
い
で
い
く
。

　
Ｑ
　
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
の
現
状
は
ど
の
様
に
な
っ
て
い
る
の
か
？

　
Ａ
　
現
在
43
区
で
実
施
し
て
い
る
が
、
事
務
量
が
多
く
辞
め
て
い
く
地
区
も
あ
る
の
で
、
今

後
説
明
会
等
を
開
催
す
る
予
定
。

感
想
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が必要です！！
農地の売買や賃借、転用（農地以外のものにする）には

手続き
農地を売ったり、貸したり、転用するには、
　　　　　農地法に基づく転用許可が必要です。

※農業用施設を設置する場合にも、許可や届け出が必要になります。

❶ 農地法３条申請
❷ 農業経営基盤強化促進法による利用権の設定
❸ 農地中間管理事業の活用

農地を耕作目的で売買したり貸借するとき

●農地転用とは、農地を住宅、駐車場、資材置き場など農地を農地以外のものに
　用途を変更することです。
●市街化区域内の農地は、届け出の手続きとなります。

農地法４条申請 農地法５条申請

自分名義の農地を転用するとき 他人名義の農地を購入もしくは
借りて転用するとき

　農地を太陽光発電にする場合も農地法に基づく転用許可が必要です。また、優良農
地確保の観点から、対象農地の立地条件（農地区分）等に応じて転用できるかどうか
が変わってきます。事前に農業委員会事務局へご相談ください。
　事業者と土地所有者の両者が合意して契約書に記名押印した
場合、撤回することは難しくなります。
　契約内容に疑義がある場合や、不安がある場合は、契約書を
締結せず、農業委員会事務局や無料法律相談にご相談ください。

★太陽光発電に関する問い合わせが増えています★

★手続きをせずに無断で農地転用すると…？

農地法違反となり、工事の中止や現状回復の命令がなされる場合があります。
また、３年以下の懲役または３００万円以下の罰金の適用を受ける場合もあります。

農地の売買や転用等をお考えの場合は、地元の農業委員、
農地利用最適化推進委員、農業委員会事務局へご相談ください。

令
和
３
年
度
農
業
委
員
・

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
研
修
会
に
参
加
し
て

令
和
３
年
度 

市
長
と
の
意
見
交
換
会
に
参
加
し
て

こんな をしています！
農業委員･農地利用最適化推進委員は

活動

広
報
委
員
長
　
関
根
　
要
一

　
昨
年
12
月
14
日
ビ
ッ
ク
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
全
国
農
業
会
議
所
専
門
相
談
員
の
澤
畑
佳
夫
氏
を
講
師
に
迎
え

「
想
い
を
カ
タ
チ
に
出
来
る
座
談
会
の
開
き
方
」
を
題
材
に
、
午

前
は
講
義
、
午
後
は
実
際
の
話
し
合
い
の
進
め
方
な
ど
に
つ
い

て
、
実
技
を
交
え
な
が
ら
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
し
ま
し
た
。

　
講
義
で
は
現
在
行
わ
れ
て
い
る
、
集
落
座
談
会
の
問
題
点
の
洗

い
出
し
や
、
改
善
方
法
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
そ
の

中
で
改
善
を
図
る
事
に
よ
り
参
加
者
の
意
識
が
向
上
す
る
こ
と

や
、
将
来
の
地
域
に
対
す
る
熱
意
が
変
化
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
も
具
体
例
を
交
え
な
が
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
会
議
の
進
行

役
と
し
て
の
要
点
や
注
意
点
、
対
応
の
仕
方
な
ど
を
学
ぶ
事
が
出

来
ま
し
た
。
研
修
を
受
講
し
て
、
参
加
者
が
安
心
し
て
「
話
せ

る
・
聴
け
る
」
雰
囲
気
づ
く
り
の
大
切
さ
に
つ
い
て
再
認
識
を
し

ま
し
た
。

　
社
会
構
造
の
変
革
や
米
価
の
下
落

に
伴
い
、
農
村
の
あ
り
方
や
経
営
体

の
減
少
な
ど
集
落
座
談
会
は
重
要
度

を
増
し
て
い
き
ま
す
。
各
地
域
に
お

い
て
農
業
者
の
み
な
ら
ず
、
多
様
な

人
材
を
含
め
た
話
し
合
い
を
行
い
、

各
集
落
の
将
来
の
あ
り
方
を
検
討
、

実
践
す
る
こ
と
で
農
村
社
会
の
活
性

化
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
研
修
で
学
ん
だ
事
を
今
後

の
活
動
に
い
か
し
、
地
域
の
方
々
の

一
助
と
な
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

広
報
委
員
　
関
口
　
明
夫

　
昨
年
12
月
20
日
、
農
業
委
員
会
総
会
後
、
市
役
所
４
階
会
議
室
に
て
農
業
委
員
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
な
ど
約
50
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
市
長
と
の
意
見
交
換
会
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

１
、
農
業
に
関
す
る
各
種
支
援
制
度
を
農
政
課
よ
り
説
明

　
●
水
田
フ
ル
活
用
推
進
事
業
　
●
収
入
保
険
支
援
事
業

　
●
環
境
に
や
さ
し
い
米
作
り
推
進
事
業

　
詳
し
く
は
、
須
賀
川
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
農
政
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

２
、
意
見
交
換
内
容

　
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
令
和
２
年
７
月
の
役
員
改
選
後
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
各

行
事
が
延
期
と
な
る
中
、
よ
う
や
く
市
長
と
の
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と

は
大
変
意
義
の
あ
る
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
意
見
交
換
会
を
通
し
て
、
地
域
農

業
の
課
題
に
取
り
組
み
、
継
続
的
発
展
に
寄
与
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
Ｑ
　
今
年
度
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
米
価
下
落
に
対
す
る
市
独
自
の
補
助
金
等
を
前
向
き
に
考

え
て
欲
し
い
。

　
Ａ
　
消
費
の
落
ち
込
み
に
よ
る
も
の
の
た
め
、
今
年
だ
け
で
良
い
の
か
も
含
め
、
今
後
の
農

業
経
営
対
策
は
、
今
の
段
階
で
は
県
、
国
に
要
求
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
Ｑ
　
岩
瀬
キ
ュ
ウ
リ
の
現
状
は
、
労
働
力
不
足
や
既
存
農
家
の
高
齢
化
に
よ
り
苗
を
購
入
す

る
方
法
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
為
、
苗
購
入
代
に
対
す
る
助
成
金
を
考
え
て
欲
し
い
。

　
Ａ
　
夏
秋
キ
ュ
ウ
リ
日
本
一
が
崩
れ
て
い
る
こ
と
は
残
念
で
あ
る
が
、
ブ
ラ
ン
ド
力
は
あ
る

の
で
そ
の
強
み
を
生
か
し
て
行
き
た
い
。
苗
に
つ
い
て
は
地
場
で
行
う
事
が
理
想
と
考

え
て
い
る
。
苗
代
の
助
成
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
キ
ュ
ウ
リ
の
新
規
就
農
者
の
支
援
を

行
な
っ
て
い
る
。

　
Ｑ
　
収
入
保
険
は
１
年
の
み
か
？

　
Ａ
　
継
続
し
て
行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
が
、
い
つ
ま
で
行
う
の
か
は
今
後
検
討
し
て
い
く
。

　
Ｑ
　
須
賀
川
の
『
産
地
化
』
に
お
金
を
か
け
て
欲
し
い
。

　
Ａ
　
産
地
化
は
須
賀
川
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
た
め
、
重
要
で
あ
る
。
専
門
的
知

識
を
持
っ
た
方
の
派
遣
等
、
福
島
大
学
等
と
連
携
し
共
有
し
て
行
き
た
い
。
Ｊ
Ａ
、
普

及
所
と
も
連
携
し
て
力
を
注
い
で
い
く
。

　
Ｑ
　
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
の
現
状
は
ど
の
様
に
な
っ
て
い
る
の
か
？

　
Ａ
　
現
在
43
区
で
実
施
し
て
い
る
が
、
事
務
量
が
多
く
辞
め
て
い
く
地
区
も
あ
る
の
で
、
今

後
説
明
会
等
を
開
催
す
る
予
定
。

感
想
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農
地
中
間
管
理
事
業
に
よ
る

須
賀
川
市

　
広
報
委
員
　
橋
本
　
孝
一

　
「
信
頼
で
き
る
農
地
の
中
間
的
受
け
皿
」
と
し
て
、
平
成
26

年
度
よ
り
設
置
さ
れ
た
本
事
業
。
福
島
県
農
業
の
持
続
的
な
発

展
を
図
る
た
め
に
は
、
各
機
関
が
一
丸
と
な
っ
て
意
欲
あ
る
担

い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
化
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
加
速
化
さ

せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
具
体
的
な
推
進
方
法
と
し
て

は
、

●
人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
全
面
的
に
支
援
し
、
一
体
的
な
推
進
を

行
う

●
重
点
実
施
区
域
で
の
取
組
を
強
化
す
る

●
ほ
場
整
備
等
の
農
業
農
村
整
備
事
業
と
の
連
携
を
図
る

●
個
別
マ
ッ
チ
ン
グ
や
新
規
就
農
者
・
担
当
職
員
へ
の
支
援
と

い
っ
た
現
場
で
の
対
応
力
強
化

●
農
業
担
い
手
組
織
や
旧
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体
等
、
関

係
機
関
、
団
体
と
の
連
携
強
化

●
市
町
村
・
Ｊ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
の
リ
ン
ク
を
促
進
す
る

等
、
広
報
活
動
を
強
化
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
各
機
関
、
団
体
と
の
情
報
共
有

を
図
り
、
一
体
的
に
展
開
さ
せ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
ま
で
の
当
市
で
の
事
業
実

績
は
、
借
入
面
積
が
３
６
６･

５

ha
、
転
貸
面
積
は
３
６
４･
６
ha

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
県
が
定
め
た
集
積
目
標
に
近
づ

く
為
に
も
、
役
割
分
担
を
明
確
に

し
て
着
実
か
つ
円
滑
に
、
地
域
の

農
地
を
有
効
活
用
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

情
報
提
供

広
報
委
員
　
村
上
　
節
夫

　
昨
年
11
月
４
日
、
須
賀
川
市
農
業
賞

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
個
人
の
部
で
須

賀
川
市
和
田
の
上
田
和
一
さ
ん
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
上
田
さ
ん
は
果
樹
２
０

０
ａ（
梨
１
２
０
ａ
、り
ん
ご
80
ａ
）と
水

稲（
１
６
０
ａ
）の
複
合
経
営
を
確
立
す

る
た
め
、
地
元
の
果
樹
研
究
会
や
様
々

な
講
習
会
に
積
極
的
に
参
加
し
、
剪
定

技
術
や
作
業
の
効
率
化
な
ど
栽
培
技
術

の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。
そ
の
培
っ
た

知
識
を
会
員
と
情
報
共
有
し
、
地
域
の

果
樹
生
産
の
安
定
化
に
尽
力
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、
農
業
委
員
や
土
地
改
良
区
の

役
員
な
ど
を
長
年
に
わ
た
り
務
め
ら

れ
、
地
域
の
中
核
的
担
い
手
と
し
て
の

活
動
も
評
価
さ
れ
て
今
回
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

　
上
田
さ
ん
は
「
今
回
の
受
賞
を
励
み

に
今
後
も
地
域
農
業
の
為
に
自
分
が
出

来
る
事
で
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

農
業
賞
受
賞［ 個人の部　受賞 ］

上田　和一さん
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い
つ
ま
で
も
寒
い
日
が
続
い
て
い
る

と
思
っ
て
い
る
う
ち
に
、確
実
に
花
の
蕾

も
ふ
く
ら
み
、春
の
準
備
が
進
ん
で
い
た

よ
う
で
す
。

　
今
だ
に
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
脱
出
は
出

来
ず
に
更
な
る
自
粛
生
活
が
続
き
ま
す

が
、小
さ
な
出
来
る
事
に
行
動
を
起
こ
し

た
い
と
思
い
ま
す
。今
年
も
農
業
の
ス

タ
ー
ト
に
向
け
、心
の
準
備
だ
け
は
し
っ

か
り
し
て
、新
た
な
一
年
に
期
待
を
膨
ら

ま
せ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
農
業
委
員
会
も
し
っ
か
り
と
役
目
を

果
た
し
、広
報
誌
を
通
し
て
多
く
の
情
報

を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

広
報
委
員
　
加
藤
　
梅
子

編
集
後
記
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いちご
のよう

かん

　須賀川市越久の「さくら農園」（代表取締役 佐藤敦さん）を紹介します。糸三
つ葉や小葱を中心とした水耕栽培を行っています。更なる経営安定化のため
「多品種体感型いちご狩り農園」の運営をスタートさせ、今年の営業を1月2日か
ら開始しました。子供やベビーカー、車いすの方でも手の届く高さにいちごが栽
培されているため、いちごが摘みやすくなっています。45aのハウスに９種類の
いちごが栽培されているので、食べ比べが楽しめます。現在は新型コロナウイル
ス感染症対策で、午前と午後の二部制で入園者数を制限して営業しています。
　また、小さないちごやいちご狩りで残ってしまったものをようかんやかき氷な
どのオリジナル商品に加工販売しています。 広報副委員長　小枝　宏嗣
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